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ス
、
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の

受
け
方
な
ど

【
共
通
】

●
場
所　

栃
木
県
庁
那
須
庁
舎

●
対
象
者　

概
ね
35
歳
～
55
歳
の
方

●
講
師
・
相
談
員　

と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ

モ
ー
ル
就
職
氷
河
期
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

３
月
11
日
㊊
午
後
４

時
ま
で
に
左
記
へ
電
話
で
申
し

込
み

問
申
大
田
原
労
政
事
務
所

　

０
２
８
７（
２
２
）４
１
５
８

　

市
内
の
森
林
か
ら
産
出
さ
れ
、
市

内
の
製
材
業
者
が
製
材
・
加
工
し
た

木
材
を
中
心
と
す
る
地
域
材
の
建
築

物
全
体
へ
の
利
用
促
進
や
、
森
林
整

備
の
推
進
を
通
じ
て
、
森
林
の
公
益

的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
し
、林
業
・

木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
や
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、「
大
田
原
市
の
建
築
物

に
お
け
る
木
材
の
利
用
促
進
に
関
す

る
方
針
」を
改
訂
し
ま
し

た
。
詳
細
は
、
市
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
農
林
整
備
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
０
１
２

　

物
価
高
騰
に
よ
る
運
輸
事
業
者
な

ど
の
経
営
に
お
よ
ぼ
す
影
響
の
緩
和

と
負
担
軽
減
を
図
り
、
事
業
者
の
事

業
継
続
と
経
営
維
持
を
支
援
す
る
た

め
の
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

対
象
事
業
者
は
必
要
書
類
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　

２
月
１
日
㊍
～
29
日
㊍

●
対
象
事
業
者　

市
内
の
事
業
所
で

事
業
を
営
む
法
人
ま
た
は
個
人

事
業
主
で
、
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法（
ト
ラ
ッ
ク
運
送
）ま
た
は

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
許
可

を
得
て
、
該
当
の
道
路
運
送
事
業

等
を
営
む
事
業
者

※
別
途
交
付
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　

商
工
観
光
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
９

　

市
民
農
園（
ふ
れ
あ
い
農
園
）の
利

用
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。

●
開
設
場
所

①
浅
香
農
園（
浅
香
４
丁
目
）

②
富
士
見
農
園（
富
士
見
２
丁
目
）

③
末
広
農
園（
末
広
３
丁
目
）

●
１
区
画
の
面
積　

約
50
㎡
（
15
坪

程
度
）

●
費
用　

１
区
画
年
間
３
０
０
０
円

●
利
用
期
間　

４
月
１
日
～
令
和
７

年
２
月
28
日

●
募
集
区
画
数　

若
干
数（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

●
申
込
方
法　

２
月
８
日
㊍
～
15
日

㊍
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

※
詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
申
農
政
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
２
９
２

　

専
門
学
校
生
な
ど
を
対
象
と
し

て
、
県
内
企
業
が
採
用
情
報
や
業
務

に
必
要
な
技
術
・
資
格
な
ど
の
情
報

を
提
供
す
る
合
同
企
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
20
日
㊋
午
後
１
時
～

３
時
30
分

●
場
所　

ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮

（
宇
都
宮
市
宮
み
ら
い
１
‐
20
）

●
対
象
者　

専
門
学
校
な
ど
の
学
生

（
学
年
不
問
）

※
大
学
生
、
短
大
生
な
ど
も
参
加
で

き
ま
す
。

●
費
用　

無
料

●
参
加
企
業　
「
Ｉ
Ｔ
・
デ
ザ
イ
ン
」、

「
も
の
づ
く
り
」、「
観
光
」に
関
わ

る
企
業
40
社
程
度

●
申
込
方
法　

２
月
19
日
㊊
ま
で
に

申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し

込
み

※
詳
細
は
栃
木
県
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
労
働
政
策
課

　

０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

【
セ
ミ
ナ
ー
】

●
日
時　

３
月
13
日
㊌
午
前
10
時
30

分
～
正
午

●
定
員　

15
名（
先
着
順
）

●
内
容　

応
募
書
類
・
面
接
対
策

就
活
セ
ミ
ナ
ー

【
個
別
相
談
会
】

●
日
時　

３
月
13
日
㊌
午
後
１
時
～

４
時

●
定
員　

３
名（
先
着
順
）

●
内
容　

就
職
活
動
へ
の
ア
ド
バ
イ

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。

交付対象事業者 交付基準および交付額交付基準および交付額

貨物自動車運送事業者

　令和５年４月１日時点
における保有営業車両の
台数（ただし、「使用の
本拠の位置」を大田原市
とするものに限る。なお、
被けん引車両を除く。）

50 台以上 120 万円

40 ～ 49 台 90 万円

30 ～ 39 台 70 万円

20 ～ 29 台 50 万円

10 ～ 19 台 30 万円

１～９台 10 万円

自動車運転代行事業者 １事業者あたり 10 万円

大
田
原
市
の
建
築
物
に
お
け
る
木

材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
方
針

運
輸
事
業
者
に
対
し
て
継
続
支
援

金
を
交
付
し
ま
す

市
民
農
園
利
用
者
募
集

業
種
別
合
同
企
業
説
明
会
開
催

就
職
氷
河
期
世
代（
ミ
ド
ル
世
代
）

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談
会

産
業
・
雇
用

問

本

問

申
問

本

申
問

本

申
問
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●
日
時　

２
月
28
日
㊌
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

●
場
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル　

交
流
ホ
ー
ル
・
第
一
ギ

ャ
ラ
リ
ー

●
対
象
者　

仕
事
を
探
し
て
い
る
女

性
や
シ
ニ
ア
の
方

●
定
員　

50
名
（
先
着
順
）

●
費
用　

無
料

●
内
容　

自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を

選
べ
る
15
～
20
社
程
度
の
地
元
企

業
と
の
面
接
会

※
会
場
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
相

談
に
乗
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
、二
次
元
コ
ー
ド
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
み

　
　

株
式
会
社
ワ
ー
ク
エ
ン
ト
リ
ー

栃
木
事
業
部
（
栃
木
県
事
業
受
託

事
業
者
）

　

０
２
８（
６
１
２
）８
６
４
３

　

０
２
８（
６
１
２
）８
６
４
５

　

shuroshien@
w

e-tochig
i.

sakura.ne.jp

　

栃
木
県
労
働
政
策
課

　

０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

　

人
事
院
は
令
和
６
年
度
に
次
の
国

家
公
務
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

1
総
合
職
試
験［
院
卒
者
試
験
・
大

卒
程
度
試
験
］

●
受
付
期
間　

２
月
５
日
㊊
～
26
日
㊊

●
第
１
次
試
験
日　

３
月
17
日
㊐

2
一
般
職
試
験［
大
卒
程
度
試
験
］

●
受
付
期
間　

２
月
22
日
㊍
～
３
月

25
日
㊊

●
第
１
次
試
験
日　

６
月
２
日
㊐

3
一
般
職
試
験［
高
卒
者
試
験
・
社

会
人
試
験（
係
員
級
）］

●
受
付
期
間　

６
月
14
日
㊎
～
26
日
㊌

●
第
１
次
試
験
日　

９
月
１
日
㊐

【
共
通
】

●
申
込
方
法　

二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
申
し
込
み

問
人
事
院
関
東
事
務
局

　

０
４
８（
７
４
０
）２
０
０
６
～
８

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
き
、

従
業
員
が
一
定
数
以
上
の
事
業
主

は
、
法
律
で
定
め
た
割
合
（
法
定
雇

用
率
）
以
上
の
障
害
者
を
雇
用
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
４
月
か
ら
次
の
と
お
り
引

き
上
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
事

業
主
の
方
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
栃
木
県
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
労
働
政
策
課

　

０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

　

令
和
６
年
度
に
、
栃
木
県
立
那
須

特
別
支
援
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
期
間　

３
月
１
日
㊎
～
29
日
㊎

●
定
員　

10
名
程
度

※
詳
細
は
、
学
校
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
申
栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

　

０
２
８
７（
３
６
）４
５
７
０

　

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
構

成
市
町（
大
田
原
市
、那
須
塩
原
市
、

那
須
町
、那
珂
川
町
、福
島
県
棚
倉

町
、矢
祭
町
、塙
町
、茨
城
県
大
子
町
）

と
連
携
し
、結
婚
を
希
望
す
る
独
身

男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
た

め
、交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
10
日
㊐
午
前
11
時
30

分
～
午
後
１
時
30
分

●
場
所　

R

レ

ス

ト

ラ

ン

estaurant A

オ
ー

u r

ル
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

evoir

　
（
那
須
塩
原
市
方
京
１
‐
１
‐
10

那
須
ミ
ッ
ド
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
）

●
対
象
者　

25
歳
～
39
歳
の
独
身
男

女
で
、男
性
は
八
溝
山
周
辺
地
域

定
住
自
立
圏（
大
田
原
市
、那
須
塩

原
市
、那
須
町
、那
珂
川
町
、福
島

県
棚
倉
町
、矢
祭
町
、塙
町
、茨
城

県
大
子
町
）在
住
の
方

※
女
性
は
居
住
地
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
定
員　

男
女
各
15
名（
抽
選
）

●
費
用　

１
人
２
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

２
月
20
日
㊋
午
後
３
時

ま
で
に
申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
み

※
詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
政
策
推
進
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
５

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。

女
性
と
シ
ニ
ア
対
象
合
同
企
業

面
接
会
開
催

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知

ら
せ

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す

令
和
６
年
度
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｚ
Ｏ  

Ｋ
Ｏ
Ｎ
」
開
催

イ
ベ
ン
ト

教
　
育

法定
雇用率

対象事業主の
規模

現在 2.3％ 43.5 人以上

令和６年
４月～ 2.5％ 40.0 人以上

令和８年
７月～ 2.7％ 37.5 人以上

問
申

問

問

問

問

本

申
問
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